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　令和5年(2023年)3月定例市議会をご招集申し上
げましたところ、議員の皆様にはご健勝のうちに
ご出席をいただきありがとうございます。
　本定例市議会は、新年度の事業を執行する予算
案をはじめとする議案をご審議いただきますが、
市長としての施政方針を申し述べ、議員の皆様、
そして市民の皆様のご理解とご協力を賜りますよ
う切にお願い申し上げます。
　さて、新型コロナウイルス感染症の世界的な流
行から3年が経過し、この間、市民の皆様、事業
者の皆様には、感染防止対策に多大なるご理解・
ご協力をいただいておりますことに、厚く御礼申
し上げます。また、医療の最前線で献身的に奮闘
されている医療関係者の皆様に心から感謝と敬意
を表します。
　依然として新型コロナウイルス感染症の収束が
見通せない状況ではございますが、徐々にウィズ
コロナに向けた取り組みが全国的にも実施される
ようになってきました。また、政府は、5月8日か
ら新型コロナウイルス感染症の感染症法の分類を
現在の｢2類相当｣から季節性インフルエンザと同
じ｢5類｣に引き下げることを決定しました。この
引き下げにより、様々な行動制限が緩和され、そ
れ以降は感染状況に十分注意しながら、コロナ禍
前の生活を全面的に取り戻すよう社会全体がシフ
トしていくことになります。本市といたしまして
も、感染防止対策や医療体制の確保等の感染症対
策に全力で取り組むことはもちろん、より一層地
域社会に活気が戻るよう各施策の充実に取り組ん
でまいります。
　令和5年度の予算編成にあたりましては、新型
コロナウイルス感染症への対応をはじめ、少子化
対策や共生社会づくり、地域活性化などの社会課
題の解決に向けた取り組みなど、私が政策の三本
柱として掲げている｢いのちと暮らしを守る｣｢子
どもが輝く社会に｣｢越谷の未来を創る｣の実現に
向け、市民の皆様にとって真に必要な行政サービ
スを提供するべく、限られた財源の効率的・効果
的な配分に努めたところです。
　このような編成方針のもと、令和5年度の越谷
市一般会計予算は、対前年度比5.5％増の1,118億
円、さらに各特別会計、病院事業会計と公共下水
道事業会計を合わせた全会計の予算総額は、対前
年度比3.3％増の1,946億9,930万円で編成いたしま
した。
　それでは、第5次越谷市総合振興計画の大綱分
野に沿って、主要な施策を申し述べさせていただ
きます。

　越谷市自治基本条例の趣旨にのっとり、市民一

人ひとりが尊重され、市民が主役の住みよい自治
のまちづくりをさらに推進してまいります。
　市政への市民参加については、私が直接市民の
皆様からご意見をいただき、その声を市政に反映
させることを目的とした懇談会事業｢ホンネ deこ
しがや　～市長と話そう越谷の未来！～｣を実施
してまいります。
　自治会振興事業については、自治会連合会等に
対して自治会振興交付金を交付し、自治会の育成
と円滑な運営に資する取り組みを積極的に支援す
ることにより、地域における市民相互の連帯感を
高め、自治意識の向上等を図ってまいります。
　コミュニティ活動推進事業については、越谷市
コミュニティ推進協議会等に対して助成金を交付
し、地域におけるコミュニティ活動や各地区の特
性、魅力を活かした特色あるまちづくりを推進し
てまいります。
　地域コミュニティ活動の拠点となる地区セン
ター・公民館については、適正な維持管理と運営
に努めるとともに、新たな大袋地区センター・公
民館の整備に向け、引き続き基本設計・実施設計
を行ってまいります。
　市民活動の推進については、令和4年度に実施
した自治体版クラウドファンディングによる寄附
金を活用し、NPO等の市民活動団体の運営等を
支援してまいります。
　情報発信については、市民の皆様が市政に関す
る情報をスムーズに得られるよう、多様な広報媒
体を利用し分かりやすく情報を発信してまいりま
す。
　人権推進事業については、第3次越谷市人権施
策推進指針に基づき、関係機関と連携し、人権教
育・啓発に関する様々な施策を推進してまいりま
す。また、令和3年度からスタートした越谷市
パートナーシップ宣誓制度に基づき、性の多様性
への理解促進を図り、だれもが自分らしくいきい
きと暮らせる社会の実現を目指してまいります。
なお、令和5年度は、｢埼葛人権を考えるつどい｣
を10月5日に越谷コミュニティセンターを会場に
開催いたします。近隣市町とも十分な連携を図り
ながら、事業を進めてまいります。
　男女共同参画については、第4次越谷市男女共
同参画計画に基づき、男女共同参画支援センター
を拠点として各種施策を進めるとともに、女性・
DV相談支援センターを中心に関係機関と連携を
図り、DV被害者支援のさらなる強化に努めてま
いります。
　国際化推進事業については、越谷市多文化共生
推進プランに基づき、関係機関や関係団体と連携
を図りながら、外国人市民に対するコミュニケー
ション支援や生活支援を行うなど、多文化共生の
まちづくりに取り組むとともに、姉妹都市のオー
ストラリア・キャンベルタウン市との国際交流を
推進してまいります。
　庁舎整備については、｢越谷市民の安全・安心
な暮らしを支える親しみのある庁舎｣の実現に向
けて、引き続き本年夏頃に完成予定の(仮称)市民
協働ゾーンの建設や駐車場などの外構整備に取り
組んでまいります。

　マイナンバーカードについては、社会全体の
DXを実現するために欠かせないツールであるこ
とから、引き続き普及促進に努めてまいります。
　行政のデジタル化については、新たに最高デジ
タル責任者を設置し、各種申請手続きのオンライ
ン化による利便性の向上やAI・RPA等を活用した
業務の効率化などの取り組みをより一層進めてま
いります。

　地域福祉については、地域共生社会の実現に向
けた取り組みとして、複合的な課題を抱える方と
その世帯に対する相談支援、社会とのつながりを
回復するための参加支援、交流できる場や居場所
の確保等の地域づくりに向けた支援を一体的に実
施し、包括的な支援体制の充実を図ってまいりま
す。
　介護や看病などが必要な家族や身近な人の世話
をする、いわゆるケアラーに対する支援について
は、当事者が抱える課題等を把握するための実態
調査を実施するとともに、相談窓口や支援制度の
一層の周知を図ってまいります。
　健康づくり推進事業については、健康体操教室
や生活習慣病予防セミナーをはじめとする健康づ
くり事業や各種健康診査・検診を通じて、市民・
関係団体・行政が一体となった市民の皆様の健康
づくりを推進してまいります。また、健康分野に
おいて、令和5年度当初に公表が予定されている
国の｢健康日本21｣を踏まえ、本市の実態に即した
越谷市健康づくり行動計画・食育推進計画｢いき
いき越谷21｣の改定を進めてまいります。
　母子保健事業については、国の出産・子育て応
援交付金事業の趣旨を踏まえ、妊婦・子育て家庭
に対し、伴走型相談支援と経済的支援を一体とし
た事業を実施してまいります。
　予防接種事業については、新型コロナウイルス
ワクチン接種の体制整備等に万全を期するほか、
子宮頸がんを予防するHPVワクチンの個別勧奨
と接種を進めてまいります。
　地域医療については、看護師等の人材確保や救
急医療・在宅医療体制の充実を図るとともに、大
規模災害や新たな感染症等の健康危機に備え、引
き続き医療関係団体等と連携し、効果的かつ効率
的な医療提供体制の整備に努めてまいります。
　市立病院については、関係機関や地域医療機関
と緊密な連携を図り、地域の基幹病院として新型
コロナウイルス感染症に的確に対応し、限られた
医療資源を効果的に活用しながら、持続的かつ安
定的な医療の提供に努めてまいります。
　保健所については、新型コロナウイルス感染症
に対して、保健所業務の継続的・安定的な運営体
制を維持することにより、感染の拡大防止と感染
者支援の充実を図ってまいります。また、精神保
健分野において、令和4年10月に見直しが行われ
た国の自殺総合対策大綱を踏まえ、本市の実態に
即した越谷市いのち支える自殺対策推進計画の改
定を進めてまいります。
　子ども家庭支援については、子どもの見守り及
び相談体制の強化等を図り、虐待の予防と早期発
見、早期対応に努めてまいります。
　障がい児福祉については、障害者総合支援法に
基づく介護給付や児童福祉法に基づく通所給付な
どを適切に行い、障がいのある子どもと家族を支
援してまいります。
　保育の充実については、待機児童の解消に向
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　過日開催された3月定例市議会で、福田市長が
新年度の市政運営や主な事業について施政方針演
説を行いました。また、教育行政に係る主要施策
などについて、吉田教育長が教育行政方針演説を
行いました。

令和5年度施政方針

大綱2　｢保健、医療、子育て、福祉｣

大綱1　｢市民、人権、行財政運営｣
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